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RC造・S造の技術書（表中青欄，緑欄）の充実は，それ

を裏付けるものと言えよう。一方では，住宅建築（赤

欄）や木造構法（黄欄），美術工芸に関する書籍も多く

含まれ，新技術の摂取に偏らない関心の幅広さが窺え

る。こうした広範な旧蔵図書は，洪洋社や建築書院の

叢書形式の刊行物が多くを占めるかたちで形成された

こともわかる。現時点では推論の域を出ないが，講座

を母体とした将来的な学科設置注5）を見据えバランス

よく蔵書整備が進められていた可能性もあるだろう。

　これら図書には「工科大学」や「工学部」の蔵書印

が押捺されるが，一部雑誌には「建築学」の受入登録

印（写真1）が見られる。『九州帝国大学一覧』や『図

書目録』の文面以外では数少ない講座の活動痕跡であ

る。また，蔵書票や『図書原簿』に記載の備品番号は

講座と学科のものが通番で連続しており，備品管理上

は両者が直接の承継関係にある注6）こともわかった。

・課題と展望

　本稿では，大学における知の系譜を司る資産である 

図書に着目し，建築学講座による購求状況と承継関係 

を明らかにした。洋書及び雑誌の取得・活用状況につ

いてはなお不明な点が多いため，後究を期したい。

・はじめに

　九州大学工学部建築学科は昭和29（1954）年4月に設

置された。それ以前に，九州帝国大学工科大学（後に

工学部）には明治45（1912）年5月29日付けで建築学講

座が置かれ注1），新制大学発足後まで存続した。同講

座の教官は建築課の技師が兼任した注2）, 1）ことが知ら

れ，課に付随した教育機能と捉えられている。この講

座を学科の前身とする当事者意識は設置当時の記事か

らは窺えず，両者の連続性は認知されていない注3）。

　本稿では，同講座の学内の位置付けや役割，建築

課・建築学科との関係性注4）を再考する一助としてそ

の旧蔵図書に着目した。

・調査の概要

　本調査では，講座設置時から昭和13（1938）年まで

の購求図書（和書）を『九州帝国大学図書目録』の各

巻2）, 3）, 4）, 5）, 6）により網羅し，「九大コレクション」

（https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp）及び九州大学附属図書館

の所蔵現物と照合して現況を確認し一覧表に纏めた。

（表1-1, 1-2, 1-3）また，中央図書館参考調査係を通して

『図書原簿』の必要箇所の調査を依頼した。

・建築学講座旧蔵図書の構成と意味

　表中の図書は計321件に上り，冊数は総計500に上

る。その書名を通覧すると，建築学を構成する諸分野

を網羅するだけでなく美術史など隣接領域にまで及

ぶほど多岐にわたっており，単に講座の担当講義で

あった「建築構造（後に，第一・第二・第二設計及製図に細

分化）」の教材として取得されたものではないことが

窺われる。講座運営の建築課員への依存度の高さを鑑

みると，これら蔵書も実際には課員の手で管理され日

常的に閲覧されたと推定される。そのため，建築課の

設計・監理業務の参考用に購求対象が選定されたこと

も十分に考えられる。学校（No.37, 40, 195）や病院（No. 

269）といった学内営繕に関連する建築用途の書籍や

九州帝国大学工学部建築学講座の旧蔵図書について

正会員　○西山　雄大 *1

9．建築歴史・意匠―99．その他　　建築歴史・意匠

建築図書，図書館，蔵書印，九大建築課，九大建築学科

A Research on the Books Formerly Stored by the Chair of Architecture, Faculty of Engineering, Kyushu Imperial 

University          NISHIYAMA Yudai

写真注）米雑誌『the American Architect』（Vol.134，December 
20, 1928）の表紙上への押捺例（部分）。登録印は外径 32 mm
の青色の丸印で，印面記載の数字は左から「（昭和）年 / 月 / 日」
を示す。書籍への押捺例は全く見られないため，消耗品や未製

本雑誌に押される検収印のようなものと推定される。

写真 1　「工学部」蔵書印（左）と「建築学」受入登録印（右）
の押捺例（昭和 4年 1月）

日本建築学会九州支部研究報告
第 62 号　2023 年 3 月

 481



No. 図書名 シリーズ 著者 刊行年 版 発行社 所蔵
1 アイヌ文様 杉山壽榮男編 1926 工藝美術研究會 ○
2 アイヌ文様解説 杉山壽榮男編 1926 工藝美術研究會 ○
3 アパートメント・ハウス　巻１ 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 洪洋社 ○
4 新らしき家具設計圖案 永原與蔵 1925 鈴木書店 ○
5 新らしき建具圖案と其構造 永原與蔵 1926 鈴木書店 ○
6 新しき日本住宅の間取と外形圖集 : 六坪より七十坪まで 1930 改訂版 建築書院 ○
7 偉人の俤 二六新報社編 1928 二六新報社 ○
8 居間及食堂 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1921 再版 洪洋社 ○
9 印象派の畫家 美術叢書　第6輯 モークレール著，柳沢健譯 1916 向陵社 ○
10 印度太古史 美術叢書　第1輯 ラプソン著，山下祥光譯 1916 向陵社 ○
11 印度美術史 美術叢書　第9輯 クーマラスワミ著，蘇武緑郎，岩崎眞澄共譯 1916 向陵社 ○
12 英和建築語彙 建築學會編 1919 丸善 ○
13 英和陸海軍兵語辭典 赤司繁太郎 1923 丸善 ○
14 エジプトの文化と建築 建築文化叢書　第1編 森口多里，濱岡周忠編 1923 再版 洪洋社 ○
15 エリヒ・メンデルゾーン氏作品集 高梨由太郎編 1928 再版 洪洋社 ○
16 埃及建築史 美術叢書　第7輯 ベル著，石山徹郎譯 1916 向陵社 ○
17 埃及美術史 美術叢書　第3輯 ペトリー著，石山徹郎譯 1916 向陵社 ○
18 オットー・ライス圖案集　　附チエーチェンデル圖案集 建築寫眞類聚刊行會編 1921 3版 洪洋社 ○
19 欧米一般応用図案五百集　（高橋春佳蒐集） 図案研究会編 1922 図案研究会 ○
20 欧米中央市場図集 佐野利器，松井清足共編 1925 洪洋社 ○
21 大阪市公會堂新築設計指名懸賞競技應募圖案 ［大阪市］公会堂建設事務所編 1913 公会堂建設事務所 ○
22 和蘭の近代建築 高梨由太郎編著 1926 洪洋社 下のみ
23 和蘭の新住宅 大熊喜邦 1925 洪洋社 ○
24 カアル・モリッツ氏作品 . ヨセフ・ホフマン氏作品 建築図案"Venus" 　第2輯 高梨由太郎編 1923 再版 洪洋社 ○
25 解説市街地建築物法 藏前工務所編 1924 改訂11版 工学書院 ●
26 外形と諸部百種 日本家屋写真叢書 吉原米次郎編 1911 建築書院 ○
27 外部裝飾　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 7版 洪洋社 ○
28 外部裝飾　巻2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 6版 洪洋社 ○
29 外部裝飾　巻3 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 3版 洪洋社 ○
30 改造住宅　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 4版 洪洋社 ○
31 改良住宅及文化住宅 池田仲治郎編 1925 帝國建築協會 ○
32 改良和風便所 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 3版 洪洋社 ○
33 階段　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 6版 洪洋社 ○
34 階段　巻2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 再版 洪洋社 ○
35 かし家と小住宅建築圖案五十種 建築書院編輯局 1924 訂正20版 建築書院 ×
36 家具の設計及製作 木材工藝叢書　第2冊 木檜恕一 1924 3版 博文館 ×
37 學校建築 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 洪洋社 ×
38 架構建築耐震構造論 内藤多仲 1924 再版 早稲田大學出版部 ○
39 神奈川県庁舎競技設計図集 神奈川県庁舎建築事務所編 1926 洪洋社 ○
40 官衛學校 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 5版 洪洋社 ○
41 最新官廰家具設計圖及仕様書 佐藤巳之吉編著 1926 鈴木書店 ○
42 希臘の文化と建築　有史以前の部　（超ヘレン時代） 建築文化叢書　第2編 森口多里，田邊泰共編 1923 洪洋社 ○
43 大正大震災記念建造物競技設計図集 東京震災記念事業協会編 1925 洪洋社 ○
44 新式規矩術　（便利なさしかねつかひ） 大竹巽，中村只八 1925 4版 大日本工業學會 ○
45 規矩術　（さしかねつかひ） 齋藤兵次郎 1921 6版 信友堂 ○
46 既設建物内の配線法 實用電氣工學叢書 小澤省吾譯 1926 厚生閣 ○
47 客間及廣間　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 9版 洪洋社 ○
48 競技設計図案集 高梨由太郎 1921 再版 ×
49 橋梁 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 3版 洪洋社 ○
50 銀行會社　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 10版 洪洋社 ○
51 銀行會社　巻2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 9版 洪洋社 ○
52 銀行會社　巻3 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 3版 洪洋社 ○
53 銀行會社　巻4, 5 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
54 近世家具圖案 前田健二郎 1924 再版 ×
55 近世建築用材料　下巻 野呂長四郎 1916 建築世界社 ○
56 近世住宅 前田松韻述 1923 大法館 ○
57 近代建築思潮 建築文化叢書　第12編 濱岡周忠編 1924 洪洋社 ○
58 近代住宅建築図集 大内秀一郎編 1928 再版 第壱草原社 ○
59 近代住宅の様式 大野貞三 1926 東亞堂 ○
60 近代西洋住宅設計資料 早稲田大學建築學科住宅研究室編 1924 洪洋社 ○
61 匠家矩術新書 平内大隅延臣編 1919 再版［折］ 須原屋 ○
62 経営五範 建築攻究会編 1908 増補 須原屋 ○
63 形象芸術之要諦 ブラグドン著，小室信蔵譯 1919 丸善 ○
64 劇場建築　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 7版 洪洋社 ○
65 玄関　巻1-3 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 3版 洪洋社 ○
66 建築衞生工學 大澤一郎，櫻井省吾 1924 早稲田大學出版部 ○
67 建築金具 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1920 洪洋社 ○
68 最新建築工事材料便覽 松本甚三 1927 鈴木書店 ○
69 建築工事仕様及積算法　下巻　積算法之部 久恒治助 1924 3版 地球出版 ○
70 和洋建築工事仕様設計実例 田中豊太郎編 1905 建築書院 ○
71 建築工事仕様見積及施行法 福井義長，小島淳吉 1928 淀屋書店 ○
72 建築工事設計便覧 大泉龍之輔編 1897 建築書院 ○
73 建築構造學 内藤多仲 1920 増補3版 早稲田大學出版部 ○
74 建築構造の知識 横山信 1925 アルス ▲
75 應用本位建築材料集覧 松本甚三 1928 太陽堂書店 ○
76 建築史 フレッチャア著，古宇田實，齋藤茂三郎共譯 1919 岩波書店 ○
77 建築仕様全集 田中豊太郎 1925 建築書院 ○
78 建築圖案 : 文化生活と其の住宅 山中節治 1923 建築書院 ○
79 建築設計と装飾美 大竹巽編 1925 中央工學會 ○
80 建築設計便覽 近藤胤一 1924 2版 三星社出版部 ○
81 建築彫刻日本絵様図聚 帝国建築協会編 1925 帝国建築協会 ×
82 建築と照明 建築資料叢書 門倉則之 1927 洪洋社 ○
83 建築二十講 大熊喜邦 1923 鈴木書店 ○
84 新式和洋建築の門及塀設計図案百圖 佐藤巳之吉 1928 中央工學會 ×
85 建築見積便覧 田中豊太郎 1929 工業書院 ○
86 英和・和英建築用語新辭典 須藤眞金編著 1929 太陽堂書店 ○
87 建築用本邦産木材及石材　第1編 大蔵省臨時建築部編 1914 建築世界社 ○
88 原始文様集 杉山壽榮男，後藤守一編 1926 再版 工藝美術研究會 ○
89 原色法隆寺壁畫 1924 辻本寫眞工藝社 ○
90 現代人の新住家 西村伊作 1924 再版 文化生活研究會 ○
91 現代住家間取百選　上巻 芹沢英二 1926 アルス ○
92 現代都市之研究 片岡安 1918 5版 建築工芸協会 ○
93 古建築圖集 : 京都附近之部　第1期 京大建築會編 1927 古建築圖集刊行會 ○
94 公共建築 建築寫眞類聚 1922 洪洋社 ○
95 コンクリートの配合法 加藤順吉 1928 加藤順吉 ●
96 工業字解　（建築ノ部） 石橋絢彦 1923 増訂・再版 工手学校同窓会 ○
97 工事と請負 平山復二郎 1928 日本工人倶楽部出版部 ○
98 構造強弱學　上巻 大藤高彦，近藤泰夫 1926 丸善 ○
99 構造強弱並計算法 大竹巽 1924 大日本工業學會 ○
100 鉄筋鉄骨構造計算図表と実例 水原旭，西村嘉寿 1928 大日本工業學會 ○
101 稿本日本帝国美術略史 東京帝室博物館編 1912 縮刷版 隆文館 ○
102 国史大辞典　6冊 八代國治，早川純三郎，井野邊茂雄編 1927 大増訂 吉川弘文館 ○
103 混凝土及鐵筋混凝土　上, 下巻 宮本武之輔 1926 丸善 ○
104 混凝土工事の実際 建築資料叢書 鴨志田兼吉 1926 洪洋社 ●
105 混凝土構造物防水工學 村上元紀 1929 常磐書房 ○
106 彩華　第1-36輯 彩華社事務所編 1928 彩華社事務所 ○
107 最新建築工事材料便覽 松本甚三 1927 鈴木書店 ○
108 最新和洋建築材料 佐藤巳之吉 1928 中央工學會 ○
109 材料強弱學 近世機械学　第2巻 宮城音五郎 1928 丸善 ○
110 座右寶　［絵画，彫刻，建築，庭園，目録］　4冊 志賀直哉，橋本基編，大塚稔寫眞撮影 1926 普及版 座右寶刊行會 ○
111 シヤム藝術集 亞細亞藝術叢書 洪洋社編 1928 洪洋社 ○
112 紫烟荘図集 分離派建築会編 1927 洪洋社 ○
113 支那北京城建築 : 東京帝室博物館御蔵版 伊東忠太解説 1926 建築工藝出版所 ○
114 實用主義の庭園 田村剛 1922 再版 成美堂書店 ○
115 實用耐震耐火家屋構造 大竹巽 1924 中央工學會 ○
116 實用的小住宅間取百種 吉川孝治 1925 中央工學會 ○
117 實用鐵筋コンクリート家屋構造　附図共 大竹巽，中村只八 1924 中央工學會 ○
118 實用鐵筋コンクリート構法 原田碧編 1912 丸善 ○
119 實用日本家屋構造 石川勝志 1924 8版 大日本工業學會 ○
120 室内裝飾　巻1, 3 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
121 新傾向の住宅　圖集 高梨由太郎編 1922 洪洋社 ○
122 新式規矩術　便利なさしかねのつかひ 大竹巽，中村只八 1923 3版 大日本工業學會 ○
123 新住宅 近世建築 高梨由太郎編 1926 洪洋社 ○
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No. 図書名 シリーズ 著者 刊行年 版 発行社 所蔵
124 新日本の住家 芹沢英二 1924 アルス ○
125 上代文様集 杉山壽榮男，後藤守一編 1926 工藝美術研究會 ○
126 集合住宅　巻2（墺地利） 近世建築 洪洋社編 1926 洪洋社 ○
127 報知懸賞住家設計圖案　＊ 佐藤功一編 1924 11版 大倉書店 ▲
128 住宅建築 建築世界社 1916 建築世界社 ×
129 住宅と庭園の設計 上原敬二 1925 増補再版 嵩山房 ○
130 住宅の外觀　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
131 住宅双鐘居 堀口捨己 1928 洪洋社 ○
132 住宅間取圖　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 7版 洪洋社 ○
133 住宅論 佐野利器 1925 文化生活研究会 ▲
134 聚樂 : 東洋古建築庭園・畫集　第1, 2期 志賀直哉顧問，橋本基編 1927 座右寳刊行會 ○
135 書畫大觀　乾, 坤 解説共4冊 書畫大觀刊行會編 1916 書畫大觀刊行會 ○
136 小商店建築様式草案 其畑源治 1925 帝国建築協会 ○
137 商店建築　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
138 商店建築及店頭計画図案 東京商工奨励館編 1924 建築書院 ○
139 瀟洒なる建物　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築冩眞類聚刊行會編 1924 洪洋社 ○
140 墻壁 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1921 洪洋社 ○
141 初心手引左官雛形　上, 下 柴井重次 1876 勝村治右衛門 ○
142 如水會舘 : 寫眞集 高梨由太郎編 1923 4版 洪洋社 ○
143 寝室及化粧室　巻1-3 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
144 図案の意匠資料 小室信蔵 1921 丸善 ○
145 スティンドグラス 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 6版 洪洋社 ○
146 住井廼一隅　上巻 伊藤虎三 1922 洪洋社 ○
147 支那建築　上巻 世界建築集成 塚本靖編 1928 建築學會 ○
148 世界建築年鑑　（1926年） 帝國建築協會編 1927 帝国建築協会 ○
149 世界の建築様式 森田洪 1918 建築書院 ○
150 世界の新建築　第1-3輯 本間乙彦編 1925 建築趣味社 ○
151 世界美術全集 下中彌三郎編 1928 平凡社 ○
152 西洋美術史 美術叢書　第2輯 ブラウン著，石井直三郎譯 1916 向陵社 ○
153 西洋美術史講話 : 古代篇, 圖録　2冊 矢代幸雄 1921 岩波書店 ○
154 製圖便覽 松尾哲太郎 1923 2版 博文館 ○
155 石綿工業と其建築用途 建築資料叢書 瀧山米太郎 1926 洪洋社 ○
156 セセッション圖案集　室内ノ部 高梨由太郎編 1922 6版 洪洋社 ○
157 セメント代用土と其用法 曽我杢祐 1926 早稲田大學出版部 ●
158 造園学汎論 上原敬二 1924 林泉社 ○
159 裝飾構成之研究 宮下孝雄 1928 太陽堂 ○
160 日本住宅雑作図案五百種 金子清吉 1917 建築書院 ○
161 家蔵瓦圖録 天沼俊一 1918 内藤雄太郎 ○
162 和洋改良大建築學　上, 中, 下, 續 三橋四郎 1911 大倉書店 ○
163 和洋改良大建築學　第1-4巻 三橋四郎 1923 改訂増補 大倉書店 ○
164 大建築物煖房資料 東京市政調査會資料課編 1926 東京市政調査會 ○
165 大正大震災記念建造物競技設計図集 東京震災記念事業協会編 1925 洪洋社 ○
166 大日本神祇史 佐伯有義 1913 国晃館 ○
167 大日本美術史　第1-5巻 趣味講座 黒田鵬心 1918 再版 趣味普及会 ○
168 耐震及び耐火建築構造 武田五一，藤井厚二，坂静雄 1927 大阪毎日新聞社 ○
169 耐震強度計算の手引 中村達太郎 1924 丸善 ○
170 耐震耐火建築構造法 : 丈夫な家の建て方 藤根大庭 1924 鈴木書店 ○
171 耐震耐火的建築土木原料土石と其利用　＊＊ 曽我杢祐 1925 早稻田大學出版部 ○
172 田邊淳吉氏作品集 佐藤功一編 1921 洪洋社 ○
173 建具　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1916 洪洋社 ○
174 新撰建具図案百種 伊藤虎三 1926 建築書院 ○
175 偏心荷重を受くる鐵筋混凝土材の應力計算法及び斷面決定法 坂静雄 1928 文啓社書房 ○
176 煖房換氣工學 大澤一郎，櫻井省吾 1926 丸善 ○
177 煖爐　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
178 茶室　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
179 茶室と茶庭圖解 杉本文太郎 1913 3版 建築書院 ○
180 茶室の構造法と茶庭圖解 杉本文太郎 1926 建築書院 ○
181 中流階級模範住宅と貸家 納谷松藏 1921 東亜堂 ○
182 中流住宅の浴室 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 再版 洪洋社 ○
183 築山庭造傳　6冊 北村援琴 1918 建築書院 ○
184 庭園と住宅 建築資料叢書 戸野琢磨 1927 洪洋社 ○
185 庭園の局部 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 3版 洪洋社 ▲
186 庭園の設計と施工 大屋靈城 1920 裳華房 ○
187 庭門及四阿　巻1, 2　＊＊＊ 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 洪洋社 ○
188 帝國ホテル　［圖集］ 高梨由太郎編 1923 洪洋社 ○
189 天井 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 4版 洪洋社 ○
190 鐵筋混凝土計算及其資料 矢島濟 1924 丸善 ○
191 鐵筋コンクリート建築物電燈工事設計 菊池昇 1927 電氣之友社 ○
192 鉄筋コンクリート工学 : 実地応用 瓜生康一 1916 博文館 ○
193 鐵筋混凝土工學 阿部美樹志 1916 訂正増補第3版 丸善 ○
194 鐵筋混凝土工學 阿部美樹志 1922 訂正増補第9版 丸善 ○
195 鐵筋混凝土校舎と設備 肥沼健次 1927 洪洋社 ○
196 鐡筋混凝土構造 建築資料叢書 伊部貞吉 1927 洪洋社 ○
197 鐵筋混凝土構造計算 : 表と圖表 井上新二 1926 建築研究会 ○
198 鐵筋混凝土施工法 吉田徳次郎 1928 丸善 ●
199 鐵筋「コンクリート」設計實例 土木叢書 井上福一郎 1912 建築書院 ○
200 鉄筋混凝土之設計及施工法 小川敬次郎 1917 裳華房 ○
201 鐵筋混凝土の知識と建築の實際　附　建築関係諸法規 瓜生康一 1924 二松堂書店 ○
202 鐵筋混凝土の理論及其應用　上巻 日比忠彦 1916 丸善 ○
203 鐵筋混凝土の理論及其應用　中巻 日比忠彦 1917 丸善 ○
204 鐵筋混凝土の理論及其應用　下巻 日比忠彦 1924 3版 丸善 ○
205 鐵筋コンクリート早割出 中村達太郎 1925 丸善 ○
206 鐵骨家屋構造 堀口甚吉 1928 中央工學會 ○
207 鐵塔と其設計 オーム社建築叢書　第3巻 岡義明，大元政一郎 1925 オーム社 ○
208 鐡と鋼 : 製造法及性質 俵国一 1912 3版 丸善 ○
209 電燈装飾 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 3版 洪洋社 ○
210 耐震耐火的建築土木原料土石と其利用　＊＊ 曽我杢祐 1925 早稻田大學出版部 ○
211 土地建物訴訟手續實例大鑑 三島久二郎 1924 再版 成蹊社 ○
212 土木建築工事と機械 野澤房敬 1927 大倉書店 ○
213 土木建築資料総覽　（第1回） 建築資料研究會編 1924 建築資料研究會 ○
214 土木建築資料総覽　（第2回） 建築資料研究會編 1926 建築資料研究會 ○
215 獨逸近代建築彫刻　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
216 獨和工學辭典 根来簡二 1927 根来簡二 ○
217 ドーム建築 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 4版 洪洋社 ○
218 東京市政調査會館競技設計圖集 東京市政調査会編 1923 東京市政調査會 ○
219 東京帝國大學工學部建築學科卒業計畫圖集 東京帝國大學工學部建築學科内木葉會編 1928 洪洋社 ○
220 東京復興計畫大地圖 帝國地方行政学學會，復興局校閲 1924 帝國地方行政学學會 ▲
221 東洋建築 関野貞, 伊東忠太選 1925 建築工藝出版所 ○
222 都市計畫講話 石津三次郎 1923 工学書院 ○
223 都市計畫圖譜 武居高四郎 1926 廣陵社 ○
224 特種建築　巻2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 再版 洪洋社 ○
225 特別都市計畫法解説 石原市三郎 1924 巖松堂書店 ▲
226 特別保護建造物集成　第1-6輯 岡本定吉編 1918 建築工芸協会 ○
227 特建國寳目録 黒板勝美 1927 岩波書店 ○
228 寸法入床棚図集 金子清吉 1926 建築書房 ○
229 床棚百種　上巻 日本家屋写真叢書 建築書院編集局撮影 1913 5版 建築書院 ○
230 床棚百種　下巻 日本家屋写真叢書 建築書院編集局撮影 1911 建築書院 ○
231 床棚百種　下巻 日本家屋写真叢書 建築書院編集局撮影 1921 10版 建築書院 ○
232 床の間　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 13版 洪洋社 ○
233 中村の建築構造 中村達太郎 1926 丸善 ○
234 建築構想図集 丹羽美，白堊会編 1927 洪洋社 ○
235 日本家屋構造　上巻　構造編 齋藤兵次郎 1910 6版 信友堂書店 ○
236 日本家屋構造　中巻　製図編 齋藤兵次郎 1910 6版 信友堂書店 ○
237 日本家屋構造　下巻　参考編 齋藤兵次郎 1910 6版 信友堂書店 ○
238 日本家具図案と製作法 小室信蔵，宮本忠平 1920 4版 丸善 ○
239 日本倶楽部写真集　田邊淳吉設計 高梨由太郎編 1921 洪洋社 ○
240 日本原始工藝　第1-11輯　概説・圖版解説・附圖共 工藝美術研究會編 1926 工藝美術研究會 ○
241 日本建築細部圖集 伊藤虎三 1920 洪洋社 ○
242 日本建築雑作図案　上巻　床棚の部 金子清吉 1926 建築書院 ○
243 日本建築史　附　全國特別保護建造物年代表 佐藤佐 1925 再版 文翫堂 ○
244 日本建築史要 天沼俊一 1928 再版 飛鳥園 ○
245 日本建築辭彙 中村達太郎 1909 5版 丸善 ○
246 日本建築詳細圖　第1集 遠藤於莵，井出静舟 1927 大倉書店 ○
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*1 九州大学大学院人間環境学研究院

　 学術協力研究員・博士（工学）

【謝辞】

調査協力頂いた九州大学附属図書館の職員の皆様，多くの貴重な示唆を頂いた九州大学

大学文書館の松本隆史氏（協力研究員）に深謝致します。

【注】

1）勅令第128号により，既設の数学及び力学一講座に加え，物理学一講座・化学一講

座・材料強弱学一講座・応用地質学一講座・建築学一講座が特定の学科に属さない共通

講座として新設され，諸学科共通の基礎実験や講義を担った。

2）建築学講座の歴代の人員配置は，倉田謙（技師／講師→助教授）・新谷健吾（技手

／助手）・渡部善一（技師／講師）・各務一雄（技師／講師→助教授）・坪井善勝（技

師／講師→助教授）・中尾龍彦（技師／助教授）・野村芳太郎（文部技官／助教授）で

ある。小原節三（技師）は明治専門学校にて共通学科「建築構造学」の講師（松田昌平

の後任）を務めたが，講座との関連は不明。なお，小原が九大在任中に死去したとする

拙稿1）の図表中の記載は欄のズレによる誤りで，実際は昭和28（1953）年5月に死没。

3）『九州大学工学部建築学科設立30周年記念誌』（九州大学工学部建築学科設立30周
年記念事業実行委員会 編，1985年1月）には「この講座はこのまま存続し，昭和26年の

新制大学への移行の際，土木工学教室所属の形になっており，この講座に野村芳太郎

助教授が在籍している。（中略）建築学の１講座がその後どうなったのかよく解らな

い。」とある。（p.6）
4）『九州大学五十年史　学術史　上巻』（九州大学創立五十周年記念会，1967年11
月）には，新設の建築学科に「施設課（筆者注：建築課の後継部署）より移管されるは

ずの図書約3,000冊は34年8月にいたり他の諸雑器具とともに移管完了。」（p.591）とあ

り，両者の間に図書を介した繋がりが認識されている。しかし本調査では，建築課によ

*1 Academic Cooperative Researcher, Faculty of Human-Environment Studies,   

       Kyushu Univ., Dr.Eng.

No. 図書名 シリーズ 著者 刊行年 版 発行社 所蔵
247 日本建築仕様圖解　附圖共 近間佐吉 1926 建築書院 ○
248 日本建築欄間図集 伊藤虎三 1920 建築書院 ○
249 日本工業倶樂部 1923 洪洋社 ○
250 日本古建築史　第1冊飛鳥寧楽之巻, 第2冊平安之巻, 第3冊鎌倉之巻 服部勝吉 1926 田中平安堂 ○
251 日本国寳全集　第1-42輯 文部省編 1924 日本国宝全集刊行会 ○
252 日本住宅及別荘建築 池田仲治郎編 1925 帝國建築協會 ○
253 日本住宅雑作図案五百種 金子清吉 1917 建築書院 ○
254 日本装飾大鑑　1-4 河邊正夫編 1915 芸艸堂 ○
255 稿本日本帝国美術略史 東京帝室博物館編 1912 縮刷版 隆文館 ○
256 日本版畫史 美術叢書　第5輯 ザイドリック著，蘇武緑郎譯 1926 向陵社 ○
257 日本美術史 美術叢書　第4輯 ステワード ヂック著，姑射若氷譯 1916 向陵社 ○
258 日本美術史講話　上巻 趣味叢書　第3編 黒田鵬心 1914 3版 趣味叢書 ○
259 日本紋章學 沼田頼輔 1926 明治書院 ○
260 庭本位の小住宅 大屋霊城 1924 裳華房 ○
261 庭門及四阿　巻1, 2　＊＊＊ 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 3版 洪洋社 ○
262 ハンブルグの智利館 近古建築71 フリッツ・ヘエゲル作，高梨由太郎編 1925 洪洋社 ○
263 梁之計算及圖表 織本道三郎 1927 丸善 ○
264 萬國圖案大辞典　第1-21編, 索引 哲學叢書 大隅為三 1929 國民図書 ○
265 美學 哲學叢書　第6編 阿部次郎 1924 45版 岩波書店 ○
266 美術建築圖譜　上, 下巻 1915 建築圖譜社 ○
267 美術辭典 石井柏亭，黒田鵬心，結城素明編 1914 日本美術學院 ○
268 美術辭典 石井柏亭，黒田鵬心，結城素明編 1922 改訂増補7版 日本美術學院 ○
269 病院建築 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
270 鐵筋混凝土構造計算 : 表と圖表 井上新二 1926 建築研究会 ○
271 鐵筋混凝土構造計算 : 表と圖表　第4　柱 井上新二 1928 建築研究会 ○
272 フランク・ロイド・ライト作品集　1, 2 ライト著，高梨由太郎編 1926 洪洋社 ○
273 フランク・ロイド・ライト作品集　3 ライト著，高梨由太郎編 1927 洪洋社 ○
274 フランク・ロイド・ライト作品集　5 ライト著，高梨由太郎編 1928 洪洋社 ○
275 建築史 フレッチャア著，古宇田實，齋藤茂三郎共譯 1924 2刷 岩波書店 ○
276 風流手摺と持送図案 帝国建築協会編 1924 帝国建築協会 ○
277 最新風流な窓と欄間 帝国建築協会編 1924 帝国建築協会 ○
278 仏蘭西近世建築　上, 下 高梨由太郎編 1921 洪洋社 ○
279 文化住宅の家具　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
280 文化生活と庭園 田村剛 1921 成美堂書店 ○
281 北京皇城建築装飾 東京帝大工科大学学術報告 東京帝國大學工科大學編，小川一眞撮影 1906 小川一眞出版部 ○
282 別荘建築　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會 1922 再版 洪洋社 ○
283 ポケット土木設計便覧 戸倉英一 1928 大伸堂 ○
284 報知懸賞住家設計圖案　＊ 佐藤功一編 1916 11版 大倉書店 ▲
285 鳳闕 大武丈夫写，上野竹次郎編 1925 4版 奉效会 ○
286 墓標と記念碑 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
287 本邦産建築石材 臨時議院建築局編 1921 重松養二 ○
288 窓及勾欄　巻1 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 6版 洪洋社 ○
289 明治工業史　建築篇 日本工学会 1927 工学会 ○
290 明治神宮畫集 1920 洪洋社 ○
291 メキシコ建築 建築図案"Venus" 　第3輯 高梨由太郎編 1923 再版 洪洋社 ○
292 モノグラムとアルファベット 泉翠石 1926 明治書房 ○
293 新らしい木材着色及仕上法 佐藤巳之吉 1928 再版 中央工學會 ○
294 木材ニカワ貼ソクイ貼曲木捻木實施法 米田文治 1925 帝國建築協會 ○
295 木造耐震家屋構造法：附　準防火設備 鈴川孫三郎 1924 建築書院 ○
296 木片集 伊東忠太 1928 4-5版 萬里閣書房 ○
297 門　巻2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 5版 洪洋社 ○
298 門と玄關百種 日本家屋写真叢書 建築書院編輯局撮影 1914 5版 建築書院 ○
299 最近欧米模範建築図集　第1輯　仏蘭西住宅之部 永江亘編 1924 建築書院 ○
300 中流階級模範住宅と貸家 納谷松藏 1921 東亜堂 ○
301 十坪より五十坪迄模範住家の設計 : 及建築材料と庭園の知識 坂口利夫 1926 鈴木書店 ○
302 文様集成　第1-60輯 建築學會編 1911 建築學會 ○
303 大和志料　上, 下巻 奈良縣編 1914 奈良縣教育會 ○
304 洋風住宅図案百種 帝國建築協會 1925 帝國建築協會 ○
305 洋風窓 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1923 洪洋社 ○
306 洋風木造建築構造圖解 志賀龜之助編 1924 大日本工業學會 ○
307 欄間　巻1, 2 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行會編 1922 洪洋社 ○
308 欄間百種 日本家屋写真叢書 建築書院編輯局撮影 1911 建築書院 ○
309 理想の家屋　上, 中 三橋四郎 1913 大倉書店 ○
310 理想の臺所 建築寫眞類聚 建築寫眞類聚刊行会編 1923 3版 洪洋社 ○
311 力學 愛知敬一 1921 訂正第3版 裳華房 ○
312 立體派と後期印象派 美術叢書　第8輯 エツデイ著，久米正雄譯 1916 向陵社 ○
313 和洋建築工事仕様設計実例　上, 下 田中豊太郎編 1908 建築書院 ○
314 最新和洋建築材料 佐藤巳之吉 1928 中央工學會 ○
315 和洋建築常識 佐藤彰美 1929 大倉書店 ○
316 和洋建築製圖手本 東京高等工業學校建築科編 1908 信友堂 ○
317 最新精英和洋住宅圖説 平林金吾，稲垣英夫 1920 鈴木書店 ×
318 最新和洋住宅別荘建築法 武田五一，松本儀八 1920 積善館 ▲
319 吾家の設計 ヴォーリズ 1923 文化生活研究會 ○
320 鐡筋コンクリート工學 : 實地應用 瓜生康一 1916 博文館 ○
321 熔接工學講座　18冊 熔接工學講座 内藤多仲，鶴田明ほか 1936 太陽閣 ○

表 1-3　建築学講座の購求図書一覧（和書のみ五十音順・1938 年 12 月まで）　その３

る購求図書は『建築設備と其の運用』（佐藤隆三，建築設備研究會出版部，1937年12
月）（備品番号123871，1938年3月25日検収）など数例を確認できたのみであった。

5）九大において，昭和前期までに度々建築学科の創設が提起されていたことが堀賀貴

（九州大学大学院人間環境学研究院　教授）の講演「九州帝国大学と工学部本館：倉田

謙と小原節三」（九大総合研究博物館主催，2022年10月22日）で指摘されている。

6）中央図書館参考調査係の調査協力により判明。表に掲げた講座旧蔵図書もすべて建

築学科に承継されその蔵書母体となったが，連続した扱いのため『図書原簿』上では

「移管」となっていない。注4）で触れた「約3,000冊」がこれらを含むかどうかは不

明。キャンパス移転に伴い，現在は大半（表中○印）が伊都中央図書館に所蔵される。

【参考文献】

1）西山雄大，末廣香織：九州帝国大学の営繕組織に関する基礎的研究−その沿革と技術

職員の構成−，日本建築学会九州支部研究報告集，第52号，pp.529-532，2013年3月
2）九州帝国大学附属図書館 編：九州帝国大学図書目録　第1巻（ア-ソ），九州帝国大

学附属図書館，1932年12月
3）九州帝国大学附属図書館 編：九州帝国大学図書目録　第2巻（タ-ワ），九州帝国大

学附属図書館，1933年5月
4）九州帝国大学附属図書館 編：九州帝国大学図書目録　補遺増加篇，九州帝国大学附

属図書館，1930年2月
5）九州帝国大学附属図書館 編：九州帝国大学図書目録　和漢図書増加篇第2，九州帝

国大学附属図書館，1938年3月
6）九州帝国大学附属図書館 編：九州帝国大学図書目録　和漢図書増加篇第3，九州帝

国大学附属図書館，1941年12月

表注）参考文献 2）から 6）より国立国会図書館「次世代デジタルライブラリー」（https://lab.ndl.go.jp/dl/）を利用して作成。図書名や
著者名の表記は「九大コレクション」及び「CiNii Books」に準拠した。＊印は同一の図書名が重複するが，原記のままとした。洋書及
び雑誌類は含まれない。右欄凡例は，○：中央図書館所蔵／●：研究室所蔵／▲：学内他館に他部局購求分の所蔵あり／×：所在不明
を表す。欄の色分けはそれぞれ，青：鉄筋コンクリート造／緑：鉄骨造・鋼構造／赤：住宅建築／黄：木造構法に関するものを示す。
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